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(百万円未満切捨て)

１．平成29年12月期第１四半期の連結業績（平成29年１月１日～平成29年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年12月期第１四半期 35,250 16.2 8,720 0.1 7,833 △9.9 5,430 △13.8

28年12月期第１四半期 30,326 1.4 8,713 13.6 8,689 2.3 6,302 14.5
(注) 包括利益 29年12月期第１四半期 3,342百万円( 53.3％) 28年12月期第１四半期 2,179百万円( 34.3％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年12月期第１四半期 39.57 39.32

28年12月期第１四半期 46.02 45.68

(注）平成28年12月末において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、平成28年12月期第１四半期の四

　 半期連結財務諸表について、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年12月期第１四半期 305,751 151,144 48.9

28年12月期 308,537 166,471 53.4
(参考) 自己資本 29年12月期第１四半期 149,569百万円 28年12月期 164,861百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年12月期 － 0.00 － 141.00 141.00

29年12月期 －

29年12月期(予想) 0.00 － － －
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注) 平成29年12月期の期末配当については未定です。
　　　

３．平成29年12月期の連結業績予想（平成29年１月１日～平成29年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 147,300 11.6 37,500 9.1 37,700 7.3 24,600 △0.2 179.38
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　（注）詳細は、添付資料4ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年12月期１Ｑ 140,293,004株 28年12月期 140,293,004株

② 期末自己株式数 29年12月期１Ｑ 2,990,274株 28年12月期 3,150,874株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期１Ｑ 137,229,363株 28年12月期１Ｑ 136,945,596株
　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の

開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）４ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　

前連結会計年度末において、TippingPoint事業部門の企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前第１四

半期連結累計期間については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の重要な見直しを反映しておりま

す。詳細は、P. 12「３．四半期連結財務諸表（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（企業結合等関係）」をご参

照ください。

(単位：百万円)

売上高

平成29年12月期
第１四半期

平成28年12月期
第１四半期

増減率

日本 14,466 13,360 8.3%

北米地域 9,702 6,899 40.6%

欧州地域 5,885 5,532 6.4%

アジア・パシフィック地域 4,163 3,793 9.7%

中南米地域 1,032 740 39.4%

合計 35,250 30,326 16.2%

　当第１四半期連結累計期間(平成29年１月１日～平成29年３月31日)における世界経済は、景気の拡大基調が続い

た米国経済の動向をはじめ、緩やかな回復基調が続いているものの英国のＥＵ離脱手続きの行方等、今後続く政治

イベントの影響による懸念がぬぐえない欧州経済、緩やかな景気減速が懸念される中国をはじめとする新興国経済

など、期待だけではなく地政学的リスクをはじめ様々なリスクが台頭する中で推移いたしました。

　わが国経済は、企業収益の改善や堅調な各種経済指標に見られるように緩やかな回復基調が続いておりますが、

上記の米国経済をはじめとする世界経済の今後の動きによって受ける影響への懸念を払拭できないまま推移いたし

ました。

　情報産業につきましては、引き続きサーバ仮想化を含むクラウドコンピューティングとそれに伴うＩＴサービス

の需要が世界的にＩＴ投資を牽引しています。減速の一途をたどっていた国内外のパソコン出荷台数は、引き続き

消費者向けの需要が減少傾向を見せるもののＯＳの買い替え需要などがあり、あわせて法人向け製品が緩やかな成

長を見せたため、前年同期に比べ減速スピードが弱まりました。クラウド化やビッグデータ、そしてIoTへの関心が

高まる中、景気の回復に比例して企業のＩＴ投資は持ち直しを見せております。

　セキュリティ業界におきましては、依然として特定の企業や国家機関などを狙ったサイバーテロ攻撃や、それら

による企業の顧客情報や個人のプライベート情報の漏洩、また、身代金要求型不正プログラムであるランサムウェ

アなどが注目を集めております。

　このような環境下、当社グループの経営状況は、以下のようなものでありました。

　日本地域につきましては、企業向けビジネスにおいてクラウド関連ビジネスが力強い成長を見せ、また標的型攻

撃対策関連ビジネスも好調を維持しました。個人向けビジネスにおきましては更新ビジネスの伸長を中心に増収と

なりました。その結果、同地域の売上高は14,466百万円(前年同期比8.3％増)と増収となりました。

　北米地域につきましては、個人向けビジネスはユーザ数の減少などによる減収傾向が続いておりますが、企業向
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けビジネスは事業譲受が完了したTippingPointの貢献を中心に増収となり、同地域の売上高は9,702百万円（前年同

期比40.6％増）と大幅な増収となりました。

　欧州地域につきましては、円高の影響があったもののクラウド関連ビジネス並びに標的型攻撃対策関連ビジネス

が伸長し、企業向けビジネスが同地域の売上を牽引しました。その結果、同地域の売上高は5,885百万円（前年同期

比6.4％増）と増収となりました。

　アジア・パシフィック地域につきましては、クラウド関連ビジネス並びに標的型攻撃対策関連ビジネスが伸長し、

それらに伴い従来型セキュリティも大きく拡大しました。その結果、同地域の売上高は4,163百万円(前年同期比9.7

％増)と増収となりました。

　中南米地域につきましては、特に標的型攻撃対策関連ビジネス及びクラウド関連ビジネスが大きく伸長を見せ、

それらに伴い従来型セキュリティも大きく拡大し、企業向けビジネスが同地域を牽引しました。その結果、同地域

の売上高は1,032百万円(前年同期比39.4％増) と増収となりました。

　その結果、当社グループ全体の当第１四半期連結累計期間における売上高は35,250百万円(前年同期比16.2%増)と

なりました。

　一方費用につきましては、人件費や自社株連動型報酬、並びにTippingPointの買収に関する償却費が増加し、売

上原価および、販売費及び一般管理費の合計費用は26,530百万円（前年同期比22.8%増）となり、当第1四半期連結

累計期間の営業利益は8,720百万円（前年同期比0.1%増）となりました。

　また、当第１四半期連結累計期間の経常利益は為替差損が増加したこと等により、7,833百万円（前年同期比9.9%

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は5,430百万円（前年同期比13.8%減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末の現金及び預金の残高は78,672百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,837百万円

減少いたしました。また、投資有価証券が大幅に増加したものの、受取手形及び売掛金、有価証券が減少したこと

等により、当第１四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ2,785百万円減少の305,751百万円とな

りました。

　一方、当第１四半期連結会計期間末の負債は未払金が大幅に増加したこと等により前連結会計年度末に比べ

12,541百万円増加の154,606百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間末の純資産は、配当金の支払いや為替換算調整勘定の減少等により、前連結会計年度

末に比べ15,326百万円減少の151,144百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　現時点において、平成29年２月16日に公表した通期業績予想の変更はございません。

平成29年12月期通期業績見通し(平成29年１月１日～平成29年12月31日)

連結売上高 147,300百万円

連結営業利益 37,500百万円

連結経常利益 37,700百万円

連結純利益 24,600百万円

上記業績予想値の策定にあたって、想定しております為替レートの主要なものは下記の通りであります。

１米ドル 110円

１ユーロ 120円

決算短信（宝印刷） 2017年05月08日 19時38分 6ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



トレンドマイクロ株式会社(4704) 平成29年12月期 第１四半期決算短信

5

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっておりま

す。

（３）追加情報

　 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を

　 当第１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 84,509 78,672

受取手形及び売掛金 35,845 31,917

有価証券 50,154 45,399

たな卸資産 1,711 3,429

繰延税金資産 15,359 15,571

その他 7,744 7,606

貸倒引当金 △293 △291

流動資産合計 195,031 182,305

固定資産

有形固定資産

工具、器具及び備品（純額） 4,076 4,215

その他（純額） 2,475 3,233

有形固定資産合計 6,551 7,448

無形固定資産

ソフトウエア 9,161 9,553

のれん 18,356 16,583

その他 15,019 14,088

無形固定資産合計 42,537 40,225

投資その他の資産

投資有価証券 48,589 60,190

関係会社株式 2,136 2,101

繰延税金資産 12,161 12,008

その他 1,529 1,471

投資その他の資産合計 64,416 75,771

固定資産合計 113,506 123,445

資産合計 308,537 305,751
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 893 2,122

未払金 5,301 18,763

未払費用 5,368 5,032

未払法人税等 3,649 2,511

賞与引当金 3,557 1,693

返品調整引当金 742 838

短期繰延収益 76,326 77,419

その他 5,853 5,380

流動負債合計 101,694 113,761

固定負債

長期繰延収益 34,071 34,045

退職給付に係る負債 4,657 4,719

その他 1,642 2,080

固定負債合計 40,371 40,844

負債合計 142,065 154,606

純資産の部

株主資本

資本金 18,386 18,386

資本剰余金 22,581 22,757

利益剰余金 134,448 120,542

自己株式 △10,335 △9,808

株主資本合計 165,081 151,877

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △211 △306

為替換算調整勘定 688 △1,334

退職給付に係る調整累計額 △696 △667

その他の包括利益累計額合計 △219 △2,307

新株予約権 1,605 1,570

非支配株主持分 4 4

純資産合計 166,471 151,144

負債純資産合計 308,537 305,751
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高 30,326 35,250

売上原価 5,045 7,503

売上総利益 25,281 27,747

販売費及び一般管理費 16,567 19,026

営業利益 8,713 8,720

営業外収益

受取利息 328 280

有価証券売却益 36 0

持分法による投資利益 65 92

デリバティブ評価益 － 158

その他 49 39

営業外収益合計 480 571

営業外費用

支払利息 1 0

為替差損 481 1,439

有価証券売却損 0 －

その他 22 18

営業外費用合計 504 1,458

経常利益 8,689 7,833

特別利益

新株予約権戻入益 1 －

特別利益合計 1 －

税金等調整前四半期純利益 8,690 7,833

法人税等 2,388 2,402

四半期純利益 6,302 5,431

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,302 5,430
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年３月31日)

四半期純利益 6,302 5,431

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △289 △95

為替換算調整勘定 △3,745 △1,894

退職給付に係る調整額 34 29

持分法適用会社に対する持分相当額 △121 △127

その他の包括利益合計 △4,122 △2,088

四半期包括利益 2,179 3,342

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,179 3,342

非支配株主に係る四半期包括利益 0 0
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,690 7,833

減価償却費 1,633 1,832

株式報酬費用 139 113

新株予約権戻入益 △1 －

のれん償却額 423 1,087

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 3

返品調整引当金の増減額（△は減少） 82 100

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 16 51

受取利息 △328 △280

支払利息 1 0

持分法による投資損益（△は益） △65 △92

有価証券売却損益（△は益） △36 △0

デリバティブ評価損益（△は益） － △158

売上債権の増減額（△は増加） 2,368 3,388

たな卸資産の増減額（△は増加） △254 △1,755

仕入債務の増減額（△は減少） 5 1,231

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △396 △1,019

繰延収益の増減額（△は減少） 1,565 2,295

自社株連動型報酬（△は減少） △2,198 △363

その他 △2,416 △1,896

小計 9,225 12,368

利息及び配当金の受取額 694 504

利息の支払額 △1 △0

法人税等の支払額 △4,743 △3,379

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,175 9,493

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 256 △961

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △18 △11,537

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

32,796 20,143

有形固定資産の取得による支出 △548 △1,820

無形固定資産の取得による支出 △1,309 △1,246

事業譲受による支出 △28,808 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,368 4,576

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △0 －

自己株式の処分による収入 338 553

配当金の支払額 △14,330 △18,488

財務活動によるキャッシュ・フロー △13,992 △17,934

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,681 △968

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,130 △4,833

現金及び現金同等物の期首残高 70,678 102,375

現金及び現金同等物の四半期末残高 62,547 97,542
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年３月31日)

　1. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位 : 百万円)

日本 北米 欧州
アジア・

パシ

フィック

中南米 計
調整額
(注)３

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)４

売上高

　(1) 外部顧客に
　 対する売上高

13,360 6,899 5,532 3,793 740 30,326 － 30,326

　(2) セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

0 802 531 5,772 4 7,111 △7,111 －

計 13,360 7,702 6,064 9,566 745 37,438 △7,111 30,326

セグメント利益 3,998 1,516 1,115 1,725 170 8,526 187 8,713

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　北米 … 米国・カナダ

　欧州 … アイルランド・ドイツ・イタリア・フランス・英国

　アジア・パシフィック …
台湾・韓国・オーストラリア・中国・フィリピン・シンガポール・

マレーシア・タイ・インド・UAE

　中南米 … ブラジル・メキシコ

３ セグメント利益の調整額187百万円は、その全額がセグメント間取引の調整であります。

４ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

５ Hewlett-Packard CompanyのTippingPoint部門の事業譲受について、前第１四半期連結会計期間においては

取得原価の配分が完了していなかったため暫定的な会計処理を行いましたが、前連結会計年度末に確定し

たことに伴い、前第１四半期連結累計期間について、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させておりま

す。

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

前第１四半期連結会計期間に実施したHewlett-Packard CompanyのTippingPoint部門の事業譲受について、

取得原価の配分が完了していなかったため、のれんの金額は暫定的に算出された金額でありましたが、前

連結会計年度末に取得原価の配分が完了し、暫定的な会計処理が確定したため、のれんの金額を修正して

おります。詳細につきましては、「（企業結合等関係）」をご参照ください。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年３月31日)

　1. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位 : 百万円)

日本 北米 欧州
アジア・

パシ

フィック

中南米 計
調整額
(注)３

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)４

売上高

　(1) 外部顧客に
　 対する売上高

14,466 9,702 5,885 4,163 1,032 35,250 － 35,250

　(2) セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

41 1,358 1,335 6,049 59 8,843 △8,843 －

計 14,508 11,061 7,221 10,212 1,092 44,094 △8,843 35,250

セグメント利益 4,106 1,789 1,285 1,162 299 8,643 77 8,720

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　北米 … 米国・カナダ

　欧州 … アイルランド・ドイツ・イタリア・フランス・英国

　アジア・パシフィック …
台湾・韓国・オーストラリア・中国・フィリピン・シンガポール・

マレーシア・タイ・インド・UAE・エジプト

　中南米 … ブラジル・メキシコ

３ セグメント利益の調整額77百万円は、その全額がセグメント間取引の調整であります。

４ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　２. 報告セグメントの変更等に関する事項

　前第３四半期連結会計期間より、社内管理体制を見直した結果、一部の連結子会社について報告セグメントの

区分を変更しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間の比較情報として開示した前第１四半期連結累計期間のセグメント情報につ

　 いては、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開示しております。

（企業結合等関係）

　比較情報における取得原価の当初配分額の重要な見直し

　 平成28年３月８日に行われたHewlett-Packard CompanyのTippingPoint部門の事業譲受について、前第１四半期連結

　会計期間において暫定的な会計処理を行っておりましたが、前連結会計年度末に確定しております。

　 この暫定的な会計処理の確定に伴い、当第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に含まれる比較情報におい

　て取得原価の当初配分額に重要な見直しが反映されており、主として無形固定資産である顧客関連資産に11,793百万

　円、繰延収益に5,076百万円配分された結果、暫定的に算定されたのれんの金額は、31,743百万円から10,337百万円

　減少し、21,406百万円となりました。

　 この結果、前第１四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書は、主として売上高の増加、のれん償却額の減少、

　無形固定資産の減価償却費の増加により、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ497百万円

　増加し、四半期純利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益がそれぞれ637百万円増加しております。
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